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花葉会を変えていくのは若き世代の皆さんです

山　田　幸　子

　私、『花葉』32 号をもちまして花葉編集人を卒業し
ます。会員の皆々様および広告掲載にご協力ください
ました関連企業の方々に深く感謝しております。
　『花葉』が創刊されたのは　1982 年（昭和 57 年）。
花葉会そのものがスタートしたのはかなり前のようで
すが、花葉会の活動が活性化し、現体制が整ったのが
この頃からのようです。創刊号を見ると、「会員相互
の親睦、研鑚、情報交換」を目的として花葉会を一つ
にまとめたい。その力で「花卉園芸界の発展」に寄与
したいという、幹事一同の情熱が伝わってきます。
　それが花葉会会員のニーズでもあったのでしょう。
ちょうど花卉産業界が大きく発展する時期でもありま
した。『花葉』各号をめくると、情報満載、さまざま
な記事が掲載されています。そしてサマーセミナーを
開催し、毎年盛会。花葉会を運営する幹事会の、花葉
会会員の “力“を感じさせるものがありました。
　私が『花葉』にかかわるようになったのは 1993 年
頃から。初代編集人の植村猶行先輩から編集の手ほど
きを受け、一人立ちした 1996 年に会長が横井政人名

誉教授から安藤敏夫名誉教授に交代。その後、幹事会
のメンバーも徐々に交代を繰り返して花葉会を運営。
　しかし、近ごろは総会は閑散。サマーセミナーの参
加人数も思わしくなく、試行錯誤し、ついに今年は開
催を見送ったほどです。いつのまにか幹事会は会員の、
業界のニーズを見失ったのかもしれません。
　さて、昨年の秋の総会で会長が三吉一光教授に交
代。新たな会長の下、花葉会がどう変化するか、節目
の時にきているようです。『花葉』編集人も交代の時、
若い世代の新鮮な視点で花葉会会員のニーズを把握し
て、『花葉』を編集してほしいとの思いからです。幸
いにも若手幹事から手が挙がりました。
　若き花葉会会員の皆さん、花葉会の活動に積極的に
参加してみませんか。まず、『花葉』に寄稿する、あ
るいは交流会や総会、サマーセミナーなどに参加する
ことから始めて、花葉会の運営に参加し、自分たちの
ニーズにあった花葉会を育てていきませんか。そして
花卉産業界の発展に結びつけていきませんか。変えて
いくのは若き世代の皆さんの情熱です。
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